
技師の施設への常勤が必須となっているにもかかわら

ず，いまだに認定技師数は不足している。

【考察】

現状は，類似の技師認定資格が3種類もあることか

ら，その位置付けも曖昧となっている。これでは，安

全確保が難しいと言える。現時点では，高気圧酸素

治療の専門技師を取り巻く環境は決して明るいもので

はないが，各認定資格の内容を精査し，自施設の状

況などを考慮したうえで認定資格を取得し，維持・更

新を行うことが重要だと考えられる。

教育の現状では，臨床工学技士養成校は全国に76

校（2018年現在）在り，一学年の定員数は4,049名で

ある。しかしながら，卒業生は2,800名であった。こ

のことから，臨床の現場へ輩出する臨床工学技士数

は少なく，手術室・ICU・血管造影室・透析室などの業

務が優先される人員配置により，高気圧酸素治療に

携わる技師数は不足していると考えられる。また，日

本臨床工学技士教育施設協議会2015年度のアンケー

ト1）によると，高気圧酸素治療関連の学内実習時間（コ

マ数）が10コマ未満の養成校が72.7％と多くを占めて

いた。これについては，現行のカリキュラムが重要度

の順に決定されるため，高気圧酸素治療関連実習が

後回しになるからと考えられる。さらに，臨床での高

気圧酸素治療業務に携わっていた教員が少ないことも

要因の一つと考えられる。

【結語】

・ 高気圧酸素治療に関わる技術者の医療安全をどのよ

うに教育すべきか？考えて行かなければならない。

・ スキルアップには，高気圧酸素治療関連の学会，臨

床の現場，養成校による三位一体での教育およびカ

リキュラムの改革が必要である。

・ 認定技師制度を生涯教育として維持するために，安

全性の確立・向上および人材育成に活用すべきか考

えていかなければならない。

参考文献
1） 日本臨床工学技士教育施設協議会ホームページhttp://

www.jaefce.org/
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【はじめに】

高気圧酸素治療関連の専門技師認定資格には，高

気圧酸素治療専門技師（JSHUM） 1995年度認定開

始：認定技師数274名，臨床高気圧酸素治療装置操

作技師（JACHOD） 2006年度認定開始：認定技師数

250名，高気圧酸素治療専門臨床工学技士（JACE） 

2013年度認定開始：認定技師数14名の3学会が個々

に存在している。各学会の専門技師認定制度は，細

かな所での違いはあるものの，その目的は高気圧酸素

治療装置の操作を担当する医療技術者が，その治療

における看護・管理・治療技術および安全性の向上を

図ることにある。

今回は，臨床高気圧酸素治療装置操作技師

（JACHOD）の認定に関与している，一般社団法人　

日本高気圧酸素医療技術学会（JAHMET）として，お

話しをさせていただく。本学会は，高気圧酸素治療を

担う技術者（臨床工学技士・看護師など）の技術の向

上，維持，安全管理などを目的に平成22年（2010年）

1月に発足し，同年6月26日に第1回の学術集会を日本

臨床高気圧酸素・潜水医学会および九州高気圧環境

医学会と合同で開催した。以降，毎年日本臨床高気

圧酸素・潜水医学会と合同で開催を行い2019年度で

10回目の開催となる。

【認定技師制度の問題点】

高気圧酸素治療認定技師の問題点は，類似した認

定資格が3種類あり，関連する団体も個々に存在して

いるところにある。これにより認定技師取得のために

は，各学会に所属する必要があり，時間および費用の

負担が大きい。また，維持・更新についても同様と言

える。

高気圧酸素治療安全基準では，臨床高気圧治療
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